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Co-Creation

車のほとんどをリサイクル!循環型社会をみんなの力で

車
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

こ
う
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
！

リ
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に
つ
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も
っ
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詳
し
く

図
の
中
の
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場
を

博
士
と
一
緒
に
勉
強
し
よ
う

資源を大切にし地球環境を守る車のリサイクル

　車のリサイクルは、自動車をつくる人、売る人、部
品や資源を再利用できるようにする人、フロンガス
やエアバッグなどを適正に処理する人など、みんな
の取り組みによって、資源を有効利用する循環型社
会を目指しています。

　ユーザーは車を買うときにリサイクル料金を支払っ
たり、使い終わった車を販売店などの事業者に引き渡
すことによって、車のリサイクルを支えています。
　また、車をなるべく長く使用するように努めること
や、車を買うときにリサイクルしやすい車を選んだ
り、車を修理するときにリサイクル部品を使うなどに
よって、ゴミを減らすことや資源の有効利用を促進
することも大切です。

　日本では、年間300万台もの車が使用済みになっていますが、車に使用される鉄や銅
などの天然資源には限りがあり、再び資源として大切に使う必要があります。
　また、リサイクルしたあとに残る、プラスチックやゴムなどのクズ（シュレッダーダスト）
を埋め立てる場所もなくなってきています。
　さらに、カーエアコンに使われるフロンガスを正しく処理しないと地球温暖化にもつな
がります。こうしたさまざまな問題に対応するために2005年に自動車リサイクルシステ
ムの運用が開始され、車にかかわる人たちの努力や工夫によってそのほとんどがリサイ
クルされています。

引取
業者

6

みんなで力を合わせるリサイクルは、

世界から「ジャパンモデル」として注目されています。

■ さまざまな人たちが支えているリサイクルの流れ

リサイクルシステムの運用開始前は、
使い終わった車の不法投棄なども見られました。

自動車
リサイクル
博士

引き取り事業者
（販売店・整備店など）

解体事業者

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

使用済自動車

出典：政府審議会資料よりJARC作成
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体
事
業
者

破
砕
事
業
者

整備事業者等

中古車販売事業者

新車販売事業者

部品
リサイクル

素材
リサイクル

ASR
1台当たり
約184kg

ASR
リサイクル率
96％

埋立て等

約
３
３
６
万
台
／
年

再使用部品
（エンジン、ボディー部品、
電装品等）

再資源化部品
（エンジン、触媒、
非鉄金属、タイヤ等）

自動車殻
（エンジンやタイヤ等を
取り外した外枠状態）

クルマ1台の1％程度

自動車ユーザー

破砕事業者

自動車メーカー
輸入事業者

フロン類
回収事業者

車を買うとき、
リサイクル料金を支払います。

天然資源の使用を少なくしたり、
リサイクルのしやすさを
意識した車をつくります。

ながーく大切に乗れるように
整備したり、中古車として
リユースを促進します。

使わなくなった車は
引き取り事業者に
引きわたします。

フロン類を抜き取って無害化します。
エアバッグ類は安全に取りはずします。

金属を原材料にもどして
リサイクルします。
残ったシュレッダーダスト
（プラスチックやゴムなど）も
原材料にもどしたり、
燃料として再利用します。

使える部品を取りはずして
中古部品として使います。

残った車体などは
シュレッダー機で
破砕します。

自動車ユーザーの大切な役割

お問い合わせ

未来の地球のために！
進め！ くるまのリサイクル
令和3年6月発行
発行所：公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクル全般
自動車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

二輪車リサイクル全般
二輪車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

［受付時間］9:00～18:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
0 5 0 - 3 7 8 6 - 7 7 5 5

［受付時間］9:30～17:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
050 - 3 000 - 0 727

まだ使えるものがたくさん「どこの部品かな？」

Q3.　答え：3

Q4.　答え：1

Q5.　答え：3

Q6.　答え：2

Q2.　答え：磁石

Q1.　答え：エアバッグ、フロンガス、
　　　　　シュレッダーダスト 

くるまのリサイクル「たしかめテスト」

博士にチャレンジ！くるまワクワク教室

オ

カ

ア

イ

ウ

エバンパー

ドア

ホイール

タイヤ

ヘッドライト

ミラー

答え

「フロンガス」回収オイル交換

分別オークション

みんな！

車のリサイクルについてわかったかな？

街を走るかっこいい車は、

使い終わった後も環境のために

たくさんの人の手でリサイクルされているんだ。

次に車に乗ったら、

今回学んだことを思い出してほしいな！

くるまのリサイクル「画像クイズ！」

解体編

破砕編

自動車販売編

整備編

車のオークション編

自動車生産編6
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解体編

破砕編
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資源を大切にし地球環境を守る車のリサイクル

　車のリサイクルは、自動車をつくる人、売る人、部
品や資源を再利用できるようにする人、フロンガス
やエアバッグなどを適正に処理する人など、みんな
の取り組みによって、資源を有効利用する循環型社
会を目指しています。

　ユーザーは車を買うときにリサイクル料金を支払っ
たり、使い終わった車を販売店などの事業者に引き渡
すことによって、車のリサイクルを支えています。
　また、車をなるべく長く使用するように努めること
や、車を買うときにリサイクルしやすい車を選んだ
り、車を修理するときにリサイクル部品を使うなどに
よって、ゴミを減らすことや資源の有効利用を促進
することも大切です。

　日本では、年間300万台もの車が使用済みになっていますが、車に使用される鉄や銅
などの天然資源には限りがあり、再び資源として大切に使う必要があります。
　また、リサイクルしたあとに残る、プラスチックやゴムなどのクズ（シュレッダーダスト）
を埋め立てる場所もなくなってきています。
　さらに、カーエアコンに使われるフロンガスを正しく処理しないと地球温暖化にもつな
がります。こうしたさまざまな問題に対応するために2005年に自動車リサイクルシステ
ムの運用が開始され、車にかかわる人たちの努力や工夫によってそのほとんどがリサイ
クルされています。

引取
業者
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みんなで力を合わせるリサイクルは、

世界から「ジャパンモデル」として注目されています。

■ さまざまな人たちが支えているリサイクルの流れ

リサイクルシステムの運用開始前は、
使い終わった車の不法投棄なども見られました。

自動車
リサイクル
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引き取り事業者
（販売店・整備店など）

解体事業者

自
動
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ー
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出典：政府審議会資料よりJARC作成
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（エンジンやタイヤ等を
取り外した外枠状態）

クルマ1台の1％程度

自動車ユーザー

破砕事業者

自動車メーカー
輸入事業者

フロン類
回収事業者

車を買うとき、
リサイクル料金を支払います。

天然資源の使用を少なくしたり、
リサイクルのしやすさを
意識した車をつくります。

ながーく大切に乗れるように
整備したり、中古車として
リユースを促進します。

使わなくなった車は
引き取り事業者に
引きわたします。

フロン類を抜き取って無害化します。
エアバッグ類は安全に取りはずします。

金属を原材料にもどして
リサイクルします。
残ったシュレッダーダスト
（プラスチックやゴムなど）も
原材料にもどしたり、
燃料として再利用します。

使える部品を取りはずして
中古部品として使います。

残った車体などは
シュレッダー機で
破砕します。

自動車ユーザーの大切な役割

お問い合わせ

未来の地球のために！
進め！ くるまのリサイクル
令和3年6月発行
発行所：公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクル全般
自動車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

二輪車リサイクル全般
二輪車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

［受付時間］9:00～18:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
0 5 0 - 3 7 8 6 - 7 7 5 5

［受付時間］9:30～17:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
050 - 3 000 - 0 727

まだ使えるものがたくさん「どこの部品かな？」

Q3.　答え：3

Q4.　答え：1

Q5.　答え：3

Q6.　答え：2

Q2.　答え：磁石

Q1.　答え：エアバッグ、フロンガス、
　　　　　シュレッダーダスト 

くるまのリサイクル「たしかめテスト」

博士にチャレンジ！くるまワクワク教室

オ

カ

ア
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ウ

エバンパー

ドア

ホイール

タイヤ

ヘッドライト

ミラー

答え

「フロンガス」回収オイル交換

分別オークション

みんな！

車のリサイクルについてわかったかな？

街を走るかっこいい車は、

使い終わった後も環境のために

たくさんの人の手でリサイクルされているんだ。

次に車に乗ったら、

今回学んだことを思い出してほしいな！

くるまのリサイクル「画像クイズ！」

解体編

破砕編

自動車販売編

整備編

車のオークション編

自動車生産編6
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し げん か ぶ ひん

ぶ ひん

しょく

りつだい あ

やく

うめ た

ばい

でん そう ひんとう

とう

がら

じ
　

  

ど
う  

し
ゃ

ちから

くるま

なが

くるま か

りょうきん

たい せつ

つか

つか

のこ

は  さい

き

しゃ たい

るい

るい と

とぶ  ひん

かい たい へん

は さい へん

はん ばい へん

せい び へん

へん

へんくるま

じ どう しゃ せい さん

じ どう しゃお
こ
な

く
る
ま

く
わ

は
か ず

な
か

げ
ん

ば

せ

い
っ
し
ょ

べ
ん
き
ょ
う

こ つか

あん ぜん

ぬ と む  がい

ひ

ひ

と ぎょうしゃじ

くるま

ちゅう こ

そくしん

び

の

せい

し はら

じ どうしゃ

はか せ

ゆ にゅう ぎょうしゃ

は さい じ

じ

ぎょう しゃ

かい

ちから あ

せ かい ちゅう もく

るい

たい ぎょうしゃじ

かいしゅう じ ぎょうしゃ

ぎょう

はんばいてん せい び てん

しゃ

しゃ

か

ちゅう ぶ ひん

りょう

げんざいりょう

りょう

や
く

ま
ん
だ
い

ね
ん

し

しゃしん はんばい じ ぎょう

とう

と はず そと わくじょうたい

とう

しゃ

しゃこちゅう はん ばい じ ぎょうしゃ

じせい び とうぎょうしゃ

ていだい ど

じ

か
い
た
い

ぎ
ょ
う
し
ゃ

じ

は
さ
い

ぎ
ょ
う
し
ゃ

よう ずみ

こうかん かいしゅう

が ぞう

ぶん

ぶ ひんつか

じしゃく

こた

こたはか

くるま

まち

つか お あと かんきょう

て

こん かい まな

ひと

おも だ

はし くるま

くるまつぎ の

せ きょうしつ

こた

こた

こた

こた

こたべつ
りょう

210mm 210mm 207mm表3 表２ 観音・裏面



　
人
の
手
で
は
取
り
は
ず
せ

な
い
重
い
部
品
も
、ニ
ブ
ラ
と

い
う
恐
竜
の
よ
う
な
機
械
な

ら
、軽
々
と
取
り
は
ず
す
こ

と
が
で
き
、ボ
ン
ネ
ッ
ト
や
ド

ア
、エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
ど
ん
ど

ん
解
体
・
分
別
さ
れ
て
い
き
ま

す
。こ
う
し
て
分
別
さ
れ
た
車

の
ボ
デ
ィ
ー
は
ペ
シ
ャ
ン
コ
に

プ
レ
ス
さ
れ
、「
破
砕
工
場
」

へ
と
向
か
い
ま
す
。

　
エ
ア
バ
ッ
グ
は
、事
故
な
ど
で
車

　
使
用
済
み
の
車
は
、ま
ず
バ
ン

パ
ー
や
ド
ア
、ラ
イ
ト
な
ど
の
状

態
が
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま

す
。そ
の
う
え
で
、ま
だ
使
え
る

部
品
は
て
い
ね
い
に
取
り
は
ず
さ

れ
、き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
商
品
と

し
て
大
切
に
管
理
さ
れ
ま
す
。当

日
、工
場
内
を
案
内
し
て
く
れ
た

石
黒
さ
ん
は
、「
部
品
を
再
利
用

す
れ
ば
、一
か
ら
新
し
い
部
品
を
つ

く
る
よ
り
も
、資
源
を
ム
ダ
に
し

な
い
た
め
環
境
に
や
さ
し
く
、ま

た
、部
品
交
換
が
必

要
な
人
は
費
用
を
安

く
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

人や荷物を運ぶ役目を終えた使用済みの
車が運ばれてきた解体工場では、どんな
処理が行われているのでしょうか。博士と
一緒に見ていきましょう。

　日本では現在、年間約５００万台の新
車が販売され、３００万台もの車が使用
済み（廃車）になりますが、その車はほと
んどがリサイクルされています。１台の
車は２万～３万点の部品でできており、
それらを取りはずしたり素材ごとに分別
しなければ、再利用や資源としての再生
利用ができません。また、乗っている人
を事故のしょうげきから守る「エアバッ
グ」や、カーエアコン用の「フロンガス」
も、車をリサイクルするためには正しく
処理をしなければなりません。
　このため、使用済みの車が最初に運
ばれてくるのが「解体工場」です。今回
たずねた「永田プロダクツ」（山形県酒
田市）でも、使用済みの車の適切な事
前処理や、使える部品を取りはずして
再利用する解体作業などで、車のリサ
イクルに大きく役立っています。

社名：永田プロダクツ
住所：山形県酒田市

車のリサイクルを中心に事業
を行いまだ使える部品は日本
国内だけでなく、海外にも輸
出しています。

部
品
の
再
利
用

エ
ア
バ
ッ
グ
処
理

液
体
の
抜
き
取
り

正しく「事前処理」

大切に「再利用」

ど
ん
ど
ん「
解
体
」

　
こ
こ
に
は
６
０
０
０
〜
７
０
０

０
点
の
再
利
用
部
品
が
保
管
・
管

理
さ
れ
、注
文
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

発
送
で
き
ま
す
。

保
管
庫
に
ズ
ラ
リ

注
文
を
待
つ
部
品
た
ち

フ
ロ
ン
回
収

が
し
ょ
う
げ
き
を
受
け
る
と
す
ぐ

に
ふ
く
ら
ん
で
乗
っ
て
い
る
人
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。で
も
、工
場
で

作
業
中
な
ど
に
何
か
の
き
っ
か
け

で
ふ
く
ら
ん
で
は
た
い
へ
ん
で
す
。

そ
こ
で
、事
前
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
、

あ
と
の
作
業
が
安
全
に
行
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
の
エ
ア
バ
ッ
グ
の
処
理
で

は
、作
業
を
す
る
人
の
安
全
の
た

め
車
に
カ
バ
ー
を
か
け
、電
気
を
通

し
て「
ボ
ン
！
」と
大
き
な
音
と
と

も
に
一
瞬
で
ふ
く
ら
ま
せ
た
あ
と
、

次
の
解
体
の
工
程
に
進
み
ま
す
。

　
永
田
社
長
は
、「
こ
う
し
て
、正

し
く
処
理
す
る
こ
と
は『
自
動
車

使用済みの車を
きちんと処理！

お
た
ず
ね
し
た
会
社

　
解
体
工
場
の
中
で
は
、使
用
済

み
の
車
に
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
入
っ

た
ま
ま
だ
と
、安
全
に
解
体
作
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ま

た
、も
れ
出
し
た
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

が
地
面
に
染
み
込
む
と
環
境
汚
染

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。そ
こ
で
、車

の
下
か
ら
タ
ン
ク
に
穴
を
開
け
て

ガ
ソ
リ
ン
を
抜
き
取
り
ま
す
。集

め
た
ガ
ソ
リ
ン
は
地
下
タ
ン
ク
に

た
め
て
会
社
で
使
う
車
の
燃
料
な

ど
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る

フ
ロ
ン
ガ
ス
も
、き
ち
ん
と
回
収
処

理
し
な
い
と
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や

地
球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
た
め
、正

し
く
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
で
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
処
理
費
用

に
も
、車
を
買
う
人
が「
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
」と
し
て
支
払
っ
た
お
金
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
作
業
は
、

解体の現場では、エアバッグや
フロンガスが正しく処理された
あと、まだ使える部品を取りは
ずしたり、素材ごとに部品を分
別したりすることで、どんどん
資源が生かされているんだね。
こうしたきめ細かなリサイクル
の仕組みは、世界から注目さ
れているよ。

使用済みになった車のゆくえ第1部 

使
え
る
部
品
を
再
利
用
！

再利用で資源を
生かしてるんだね

博士のまとめ

http://www.nagata-p.co.jp

▲取りはずして再利用されるバンパー▲ピカピカになって保管・管理されているドア

作
業
中
の
火
災
、

環
境
汚
染
を
防
止

ふ
く
ら
ま
せ
て

作
業
を
安
全
に

抜
き
取
っ
て

ス
ト
ッ
プ
温
暖
化

ま
だ
使
え
る
部
品
を

取
り
は
ず
し
て
管
理

▲このニブラは電気で動くため、
　ガスを出さず、音が小さいのも特長！

巨
大
な
ニ
ブ
ラ
が

大
活
躍

きちんと
解体処理し

▲運転席も助手席も一緒に「ボン！」

▲
▶
一
台
ず
つ
て
い
ね
い
に

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
回
収

▲ドアやバンパー、
タイヤ、ミラー、
ライトなど、再利
用できる部品は
たくさん！

案内していただいた石黒さん▶

▲ガソリンの抜き取りは車の下に開けた穴から

1
ステップ

2
ステップ

3
ステップ

部
品
の
分
別

リ
サ
イ
ク
ル
法
』

と
い
う
法
律
で
決

め
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
費
用
は
車
を

買
う
人
が
事
前

に『
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
』と
し
て
支
払
っ
て
い
る
ん
だ

よ
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ガ
ス
が
大
気
中
に
放
出
さ
れ
な
い

よ
う
使
用
済
み
の
車
に
ホ
ー
ス
を

つ
な
ぎ
、そ
の
一
台
一
台
か

ら
ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
フ
ロ
ン

ガ
ス
を
回
収
し
、自
動
車

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
高
温
で

破
壊
処
理
し
、そ
の
あ
と

無
害
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

取りはずされて再利用されるバンパーを持つ、
永田プロダクツの永田則男社長と自動車リサイクル博士

こちらに
おうかがい
しました！
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解体工場などの前工程でエアバッグやフ
ロンガスが処理され、使える部品が取りは
ずされた使用済みの車は、ここで再び資
源にもどります。金属類を適切に分別する
工夫にも注目です。

　車は金属をはじめとする貴重な資源
でできた乗り物です。このため、使用済
みになったあと、そのままでは再利用で
きない部品も、破砕・分別され再び資源
にもどされています。解体工場で使える
部品を取りはずしたあとの車体は、破砕
工場に運ばれ巨大なシュレッダーで細
かく砕かれ、鉄、アルミニウム、銅などの
種類ごとに分けられ、資源にもどされる
のです。
　今回たずねた「ヒラキン」（岡山県倉敷
市）の破砕工場でも、再び資源にもどす
ための車体をたくさん積んだ大きなト
ラックが次々とやってきます。それでは、
自動車リサイクル博士と一緒に再資源
化の取り組みを見に行きましょう。

社名：ヒラキン
　　　（リサイクルステージ玉島）

住所：岡山県倉敷市

車や家電などのリサイクル事
業で高品質な再資源化に取り
組んでいます。

ムダなく
資源にもどそう！

お
た
ず
ね
し
た
会
社

使用済みになった車のゆくえ第1部 

生
ま
れ
か
わ
る
資
源
！

https://www.hirakin.co.jp

砕いて
分けられ

こちらに
おうかがい
しました！

破砕編

処
理
に
活
用

さ
れ
て
い
る

の
が
、車
の

ユ
ー
ザ
ー
が

支
払
っ
た
リ

サ
イ
ク
ル
料

金
で
す
。

　
使
用
済
み

自
動
車
の
再

資
源
化
１
０
０
％
に
向
け
、ユ
ー

ザ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
わ
る

事
業
者
が
、そ
れ
ぞ
れ
大
事
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
破
砕
工
場
で
、鉄
や
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
、ス
テ
ン
レ
ス
、銅
な
ど
の
資

源
が
回
収
さ
れ
た
あ
と
に
は
、

「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
」と
呼
ば

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ゴ
ム
な
ど

の
ク
ズ
が
残
り
ま
す
。こ
れ
ら

は
、破
砕
工
場
か
ら
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
運
ば
れ
て
処
理

さ
れ
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
燃
料
や

原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の

このように、車はそのほとんどがリサイ
クルされ、たとえば国内で生産される鉄
などにも、こうして再資源化された鉄が
たくさん使われているんだよ。そして再
資源化された原料をもとに新たな製品
が生まれ、身のまわりの物や街の建物、
道路などに使われているんだ。

使用済みの車は
資源の宝庫！

▲プレシュレッダーで
　砕かれた車体がぞくぞくと
　押し出されてきます

決
め
手
は
人
の
手

機
械
に
よ
る
分
別

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

細かく砕く「破砕」

種
類
ご
と
に「
分
別
・
回
収
」

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で

車
体
を
ど
ん
ど
ん
細
か
く

磁
石
や
振
動
、風
力
が
活
躍

熟
練
の
目
と
手
で
正
確
に

分別・回収では水の力も利用していま
す。水の中で振動を与えることで、重
いモノと軽いモノに分かれ、銅線など
のとても細かいモノも
集めることが
できます。

水の力も利用！

電磁石

非鉄金属・プ  ラスチックなど

鉄
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
か
ら

運
ば
れ
て
き
た
素
材

磁選機の構造

　
本
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
小
さ
く
砕
か

　
前
工
程
で
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
プ
レ
ス

さ
れ
、破
砕
工
場
に
運
ば
れ
て
き

た
車
体
の
か
た
ま
り
は
、巨
大
な

タ
ワ
ー
ロ
ー
ダ
ー（
大
型
ク
レ
ー

ン
）で
持
ち
上
げ
ら
れ
、ま
ず
プ
レ

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
と
い
う
機
械
で
あ
ら

く
砕
い
て
い
き
ま
す
。ヒ
ラ
キ
ン
で

は
１
時
間
に
１
０
０
台
以
上
の
車

を
バ
ラ
バ
ラ
に
砕
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
砕
か
れ
た
車
体
は
、次
に
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
の
っ
て
、破
砕
工
場

の
心
臓
部
と
い
え
る
本
シ
ュ
レ
ッ

▲小さくても貴重な資源を見逃さない！

▲工場の中では、細かくなった素材が
　どんどん分けられます

▶
１
日
に
１
５
０
㌧
も
回
収
さ
れ
る
鉄
の
山
。

　
再
び
鉄
製
品
の
原
料
に
も
ど
さ
れ
ま
す

▶
こ
れ
は
分
別
さ
れ
た
銅
。

　
一
番
値
段
が
高
い
そ
う
で
す

　「
磁
選
機
」な
ど
で
鉄
と
非
鉄
金

属
に
分
け
ら
れ
た
素
材
を
、限
り
な

く
品
質
の
高
い
再
生
資
源
に

近
づ
け
て
い
く
の
が

博士はここ！

れ
た
金
属
類
を
、鉄
と
非
鉄
金
属

（
鉄
以
外
の
金
属
）や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
に
分
け
る
の
が「
磁
選
機
」

で
す
。案
内
し
て
く
れ
た
陶
山
さ
ん

人
に
よ
る
分
別
で
す
。機
械
に
よ
っ

て
分
別
さ
れ
た
鉄
と
非
鉄
金
属
が

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

に
の
っ
て
流
れ

て
く
る
と
、

今
度
は
経

験
豊
か
な

人
の
手
で
、

鉄
は
、布
な
ど

の
不
純
物
が
取
り

除
か
れ
高
品
質
な
再

生
資
源
に
生
ま
れ
か
わ

り
ま
す
。非
鉄
金
属
は
、

高
精
度
セ
ン
サ
ー
と
人
の
手

残ったシュレッダー
ダストも貴重な資源 ！▶

「シュレッダーダスト」も
 ムダなく

め
ざ
せ
！ 

再
資
源
化
１
０
０
％
　

リサイクルまめちしき

磁石の力で鉄を
分別します

「このタワーローダーは、
車２台分でも軽々と持ち上げる
ことができます」と紹介してくれた
ヒラキンの平林実社長と、
自動車リサイクル博士

博士のまとめ

1
ステップ

2
ステップ

は
、「
こ
の
機
械
は
鉄
が
磁
石
に

く
っ
つ
く
性
質
を
利
用
し
て
分
別

し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、小

さ
な
金
属
類
を
振
動
で
ふ
る
い
落

と
し
た
り
、軽
い
モ

ノ
を
風
で
飛
ば
し

た
り
す
る
分
別
も

行
い
ま
す
。モ
ノ
の

性
質
に
合
わ
せ
、機

械
で
効
率
良
く
分

け
て
い
る
ん
で
す

よ
」と
紹
介
し
て
く

れ
ま
し
た
。

に
よ
っ
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、銅
な
ど

の
素
材
ご
と
に
分
け
て
回
収
さ
れ

る
の
で
す
。

ダ
ー
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

「
本
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
は
毎
分
６
５

０
回
転
も
す
る
ド
ラ
ム
が

あ
り
、そ
こ
に
付
け
ら
れ

た
14
個
の
ハ
ン
マ
ー
が
高

速
回
転
し
て
、車
を
さ
ら

に
細
か
く
粉
々
に
砕
い
て

い
き
ま
す
」と
、平
林
社
長

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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や
く
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わ
り じ

り
ょ
う

く
る
ま

はか せ

くるま

こく  ない せい

さい  し   げん  か てつ

つか

し   げん  か

み もの

つか

まち たて もの

どう ろ

げん りょう あら せい ひん

う

さい

さん てつ

し よう くるま

し げん ほう こ

ず

は
こ

そ

ざ
い

はか  せ

は さい へん

と

し 　よう    ず し

きん  ぞく  るいげん てき   せつ ぶん  べつ

く 　ふう ちゅう  もく

しょ　  り つか ぶ　 ひん

かい  たい   こう  じょう まえ   こう   てい

くるま ふたた

し げん

くるま げん

し   よう   ず

さい   り   よう

かい  たい  こう じょう

しゃ  たい

きょ  だい

てつ

こん かい おか やま けん

し   げんわ

どう

しゅ るい

こま

くだ

は  さい

はここう じょう

つか

ぶ  ひん と

ふたた し   げんぶ　ひん は   さい ぶん べつ

の もの

きん  ぞく き   ちょう

くら  しき

おお

じ   どう  しゃ せ

い

いっ  しょ さい   し   げん

とか く み

はか

つぎ つぎ

しゃ  たい つ

は   さい  こう じょう ふたた し   げん

し

くだ

わ

う

し

げ
ん

し

だい ぶ
し ずよう くるま

か
い
し
ゃ

しゃ めい

たま しま

くるま か   でん
じ

ぎょう こう  ひん  しつ さい   し   げん   か と

く

じゅうしょ おか やま けん くら しき  し

てつ

ひてつ きん ぞく

でん じ  しゃく

じ   せん   き  こう ぞう

せ
い   

し   

げ
ん

ぎ
ょ
う  

し
ゃ

き
ん

げ
ん

そ
く
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第2部 

サンプル

ここが

　今回は、車を買うときや、使用済み（廃
車）になった車を引き取ってもらう自動車販
売店にやってきました。実は、車がきちんと
リサイクルされるためには、自動車販売店
が大きな役割を果たしているんですよ。

　自動車販売店で車を買うとき、ユー
ザーは車についての説明のほかに、も
う一つ大切な説明を受けます。それが
「リサイクル料金」についてです。という
のも、車が使用済みになったあとにリサ
イクルされるとき、「エアバッグ」「フロン
ガス」「シュレッダーダスト」をきちんと処
理するための費用を、車を買う人が前
もって支払っておくことになっているか
らです。
　これは、自動車リサイクル法という法
律で決められており、こうした仕組みが
できていることで、車はしっかりとリサ
イクルされるんですね。それでは、自動
車リサイクル博士と一緒に、ピカピカの
車が並んだ自動車販売店をたずねて
みましょう。

リ
サ
イ
ク
ル
を
つ
な
ぐ
窓
口

リサイクルは車を
買うときから

ユーザーと

　
長
く
大
切
に
乗
っ
た
車
も
、や

が
て
使
用
済
み（
廃
車
）に
な
り
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。そ
の
と
き

使
わ
れ
る
の
が
、ユ
ー
ザ
ー
が
車

を
買
う
と
き
に
支
払
っ
た「
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
」で
す
。こ
の
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
は
、ど

の
車
も
み
な
同
じ
で

は
な
く
、
主
に
車

の
種
類
で
異
な
っ

て
お
り
、そ
の
金
額

は
普
通
車
で
１
万
円

〜
２
万
円
く
ら
い
で
す
。

　
ま
た
、中
古
車
と
し
て
売
っ

た
場
合
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は

返
っ
て
き
て
、次
に
そ
の
車
に
乗
る

人
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

い
、リ
サ
イ
ク
ル
券
が
引
き
継
が

れ
ま
す
。こ
う
し
て
、廃
車
に
な
っ

た
と
き
に
リ
サ
イ
ク

ル
料
金
が
使
わ

れ
ま
す
。

博士のまとめ

車の
リサイクル窓口

として

自動車販売店は、車を売るだけ
でなく、車のリサイクルとユー
ザーをつなぐ窓口として大切な
役割を担っていることがよくわ
かったね。販売店の人たちがリ
サイクルについてきちんと説明
してくれることで、車を買う人も
安心してリサイクル料金を支払
うことができるんだ。

お
店
で
も「
エ
コ
」を
意
識

▲「お客さまには、リサイクル料金の金額や何に使われているかだけでな
く、なぜ車のリサイクルが必要なのかもお伝えしています」と紹介してく
れた、ホンダライフの中里健一さん（右）と髙橋康介さん（左）

▲省エネルギーで長持ちのＬＥＤライトを使うなど、
　環境にやさしい店内に博士もニッコリ

車のリサイクルを支える
「リサイクル料金」

車
を
買
う
と
き
に
お
金
を
支
払
い

リ
サ
イ
ク
ル
を
支
え
る
ユ
ー
ザ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
３
物
品
の
適
切
な
処
理
の
た
め
に

地球にやさしい「環境家計簿」

▲リサイクル券を見せながら説明してくれた髙橋さん

　
そ
れ
で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
た
と
き

に
受
け
取
る「
リ
サ
イ
ク
ル

券
」に
書
か
れ
た
３
物
品
を

き
ち
ん
と
処
理
す
る
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
を
事
故
の
し
ょ

う
げ
き
か
ら
守
る「
エ
ア
バ
ッ

グ
」や
、カ
ー
エ
ア
コ
ン
用
の

「
フ
ロ
ン
ガ
ス
」、金
属
な
ど

の
資
源
回
収
後
に
残
る
ク
ズ

「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
」の
３

物
品
を
適
切
に
処
理
す
る
に

は
専
門
の
技
術
が
必
要
で

す
。支
払
わ
れ
た
リ
サ
イ
ク

車のリサイクルでは
この３物品の処理が

重要！

エアバッグ シュレッダー
ダスト

ル
料
金
は
、いっ
た
ん
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
に
預
け
ら

れ
、こ
れ
ら
を
処
理
す
る
と
き
に

使
わ
れ
る
の
で
す
。

「
販
売
」か
ら

「
廃
車
」ま
で

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
で

ユ
ー
ザ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

　
自
動
車
販
売
店
は
、お
客
さ
ん

に
車
を
販
売
し
た
り
、使
用
済
み

（
廃
車
）に
な
っ
た
車
を
引
き
取
っ

た
り
と
、さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。今
回
た
ず
ね
た「
ホ
ン

ダ
カ
ー
ズ 
埼
玉
県
央 

川
越
的
場

店
」で
も
、出
む
か
え
て
く
れ
た
中

里
健
一
さ
ん
が
、「
私
た
ち
は
、車

を
買
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、

長
く
安
全
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
整
備
や
修
理
、も
し
も
の
事

故
に
そ
な
え
る
自
動
車
保
険
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
で
お
客

さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」

と
、話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
自
動
車
販
売
店
の
仕
事
を
教
え

て
く
れ
た
髙
橋
康
介
さ
ん
は
、「
お

客
さ
ま
に
は
、お
預
か
り
し
た
お

金
は
車
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
と

き
に
き
ち
ん
と
生
か
さ
れ
、地
球

環
境
を
守
る
た
め
に
も
役
立
っ
て

い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

リサイクル券を見ると、シュレッダー
ダストやエアバッグ、フロン類ごと
のリサイクル金額がわかるね。ユー
ザーが使用済み車として引きわた
した場合はB券を受けとるよ▶

リサイクル料金だよ

こ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
券

新車や中古車を販売するほか、
長く安全に乗れるサポートも
行っています。

お
た
ず
ね
し
た
会
社

みんなで支える車のリサイクル

こちらに
おうかがい
しました！

自動車販売編

社名：ホンダライフ
　　　（ホンダカーズ 埼玉県央）

住所：本社（埼玉県日高市）、
　　   ホンダカーズ 埼玉県央 川越的場店
　　 （埼玉県川越市）

https://www.hondacars-
saitamakenou.co.jp

▲ていねいな新車の説明に博士も納得！

フロンガス

　
自
動
車
販
売
店
で
は
、環
境
を

守
る
意
識
を
よ
り
高
め
る
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
た

ず
ね
た
こ
の
お
店
で
も
、ホ
ン
ダ

の
自
動
車
販
売
店
す
べ
て
で
行
わ

れ
て
い
る「
環
境
家
計
簿
」と
い

う
も
の
を
つ
け
て
い
ま
す
。中
里

さ
ん
は
、「
水
道
や
電
気
、仕
事

で
使
う
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
を

毎
月
比
べ
、そ
れ
ら
を
金
額
だ
け

で
な
く
、『
環
境
に
や
さ
し
く
で

き
て
い
る
か
』と
い
う
見
方
で
と

ら
え
、二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
取

り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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第2部 

　ユーザーは車を長く使う役割を
担っており、愛車をきちんと整備して
おくことで、故障や事故を防ぎ、長く
安全に使用することができます。その
ための強い味方が整備工場です。車
の整備工場では、日ごろから車の状
態をチェックして、悪いところの修理
や部品の交換をしてくれたり、定期的
に点検・整備を行ったりしています。
　今回たずねた「北日本自動車共販」
（北海道札幌市）では、そうした点検
や整備の中で、雪道を走ることが多い
北海道ならではの対応にも取り組ん
でいます。それでは、自動車リサイク
ル博士と一緒に自動車整備の現場を
見に行きましょう。

車の健康を
サポート！

ユーザーが車に長く安全に乗れるようサ
ポートしてくれている自動車整備工場で
す。車は、乗り始めて年月がたつと、外から
は見えなくても部品が傷んできたりします。
そんなとき助けてくれるのが、プロの整備
士の人たちです。

車
の
お
医
者
さ
ん
！

長く
乗るための

▲ディスクローター（タイヤの回転を
止める部品）の交換にもリサイクル
部品を使用することがあります

　
整
備
工
場
は
リ
サ
イ
ク
ル
部
品

の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
役
割
も

担
っ
て
お
り
、「
リ
サ
イ
ク
ル
部
品

を
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
も
努
め
て
い
ま
す
」

と
小
野
工
場
長
は
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、北
日
本
自
動
車
共
販
で

は
１
年
間
に
約
２
２
０
０
台
も
の

車
を
整
備
し
て
い
ま
す
。近
藤
社

長
は「
こ
こ
で
は
、整
備
士
が
お
客

さ
ま
に
定
期
的
な
点
検・整
備
の

必
要
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
、車
の

正
し
い
知
識
や
運
転
に
つ
い
て
の

長く乗れる決め手
「点検・整備」

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
を

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

わ
か
り
や
す
く
説
明

部
品
や
オ
イ
ル
の
交
換
な
ど
で
車
を
い
つ
ま
で
も
元
気
に

て
い
ね
い
に
伝
え
て

ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼
も
あ
つ
く

　
車
は
点
検
や
整
備
に
よ
っ
て
、

よ
り
長
く
安
全
に
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
中
で
も
代
表
的
な

の
が
、車
の
心
臓
部
で
あ
る
エ
ン

ジ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
動
か
す
た
め

の
オ
イ
ル
交
換
で
す
。「
特
に
、雪

の
多
い
北
海
道
で
は
、冬
と
夏
の

前
に
皆
さ
ん
タ
イ
ヤ
を
交
換
し
ま

す
の
で
、そ
の
と
き
に
オ
イ
ル
交
換

も
あ
わ
せ
て
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
て
、エ
ン
ジ
ン
に
負
担
が
か
か

「長く安全に」を
支える整備！

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
」と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。そ
う
す
る
こ

と
で
、整
備
工
場
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の

信
頼
も
深
ま
る
ん
で
す
ね
。

　
整
備
工
場
で
は
部
品
を
交
換

す
る
と
き
、ユ
ー
ザ
ー
に
希
望
を

聞
い
て
新
品
の
部
品
よ
り
も
安
い

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
を
使
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。リ
サ
イ
ク
ル
部
品
に

は
、「
リ
ユ
ー
ス
部
品（
中
古
部

品
）」と「
リ
ビ
ル
ト
部
品（
再
生
部

品
）」が
あ
り
ま
す
。使
用
済
み
の

車
か
ら
ま
だ
利
用
で
き
る
部
品
を

取
り
は
ず
し
、し
っ
か
り
検
査
し

た
う
え
で
き
れ
い
に
し
て
再
利
用

す
る
の
が
リ
ユ
ー
ス
部
品
で
す
。一

方
、使
用
済
み
の
車
か
ら
取
り
は

ず
し
た
部
品
や
修
理
し
た
と
き
の

交
換
部
品
を
も
と
に
、そ
の
構
成

部
品
の
中
で
す
り
減
っ
た
も
の
な

ど
を
新
品
と
交
換
し
て
再
び
組
み

立
て
た
の
が
リ
ビ
ル
ト
部
品
で

す
。こ
の
工
場
で
も
、エ
ン
ジ
ン
な

ど
の
修
理
に
リ
ビ
ル
ト
部
品
を
使

整備にもエコ！　「リサイクル部品」

▲塗装でも冬のサビ防止！

前
に
サ
ビ
防
止
の
塗
装
も
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、北
海
道
で
は
、冬
に
道

路
の
雪
を
と
か
す
た
め
に「
塩
化

カ
ル
シ
ウ
ム
」が
ま
か
れ
、そ
の
塩

分
に
よ
っ
て
車
輪
の
ま
わ
り
の
部

品
や
排
気
マ
フ
ラ
ー
が
と
け
た
り

サ
ビ
た
り
す
る
た
め
、そ
こ
に
リ

サ
イ
ク
ル
部
品
を
使
う
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。小
野
工
場
長
は
、

「
北
海
道
で
長
く
車
に
乗
る
に
は
、

ま
ず
サ
ビ
を
防
ぐ
こ
と
が
大
事
な

の
で
、お
客
さ
ま
に
は
雪
が
降
る

▲リサイクル部品について説明をする小野工場長　

ら
な
い
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
」と
、近
藤
社
長
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
点
検
す
る
と
き
の
技
術
も
進
歩

し
て
お
り
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
診

断
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
車
に
つ
な

ぎ
、悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
チ
ェッ

ク
し
た
り
も
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

経
験
豊
か
な
整
備
士
の
知
識
や
技

術
も
長
く
安
全
に
乗
る
た
め
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。目
の
前
で
行
わ

れ
る
テ
キ
パ
キ
と
し
た
作
業
に
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
も
大
き

く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

「整備工場は、自動車の
健康を守る『車のお医者
さん』なんだよ」と紹介し
てくれた北日本自動車
共販の近藤昇社長と、自
動車リサイクル博士

お
た
ず
ね
し
た
会
社

みんなで支える車のリサイクル

こちらに
おうかがい
しました！

整備編

コンピューター診断で、
悪いところがないかチェック▶

▲手際のよいオイル交換に、博士も納得！

北
海
道
な
ら
で
は
の

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
も
活
躍

社名：北日本自動車共販
住所：北海道札幌市

運輸局指定工場として車の
点検・整備を行っています。

http://www.
kitanihon-car.co.jp

博士のまとめ

人の健康をお医者さんが支えてく
れるように、車が健康で長く安全
に走れるようサポートしてくれて
いるのが整備工場なんだ。また、
リサイクル部品を使うことで、資
源の有効活用やゴミを減らすこと
にもつなげているよ。
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ひ
ん

け
ん  

さ

ぶ   

ひ
ん

い
っ

し  

よ
う  

ず
ぶ   

ひ
ん

ぶ   

ひ
ん

な
か

し
ん 

ぴ
ん

こ
う 

か
ん

ふ
た
た

し
ゅ
う 

り

く

た

へ

こ
う  

せ
い

ぶ   

ひ
ん

こ
う  

じ
ょ
う

ぶ   

ひ
ん

つ
か

ほ
っ  

か
い  

ど
う

ふ
ゆ

ど
う

ゆ
き

え
ん   

かえ
んぶ

は
い   

き

り
ん

ぶ  

ひ
ん

つ
か

お
お

こ
う 

じ
ょ
う
ち
ょ
う

ほ
っ 

か
い  

ど
う

な
がふ

せ

だ
い  

じ

ぼ
う  

し

と   

そ
う

き
ゃ
く

ゆ
き

ふ

ま
え

は
な

の

ぶ   

ひ
ん

こ
う 

か
ん

や
す

つ
か

て
ん  

け
ん

せ
い   

び

ひ
つ  

よ
う 

せ
い

つ
た

し
ん 

ら
い

ふ
か

し
ゃ

お
し

ぎ  

じ
ゅ
つ

し
ん  
ぽ

ま
え

み
な

こ
う 

か
ん

こ
う 

か
ん

ひと けん こう

けん こう なが あん ぜん

はし

せい  び   こう じょう

くるま

ぶ   ひん つか し

ゆう こう かつ よう へ

い   しゃ ささ

くるま

にな あい しゃ せい    び

こ   しょう じ     こ ふせ なが

あん  ぜん

つよ み   かた せい    び   こう じょう

せい    び   こう じょう

くるま

ひ

わる しゅう  り

ぶ ひん こう  かん てい   き    てき

てん けん せい   び おこな

こん  かい きた   に   ほん   じ    どう   しゃ きょう はん

ほっ   かい  どう   さっ   ぽろ    し てん   けん

せい   び なか ゆき みち はし おお

ほっ かい  どう  たい  おう と く

じ    どう   しゃ

はか   せ いっ   しょ じ   どう  しゃ  せい   び げん   ば

み い

くるま じょう

し    よう

なが つか やく   わり

くるま なが あん

こう

たす せい び

し ひと

み ぶ ひん いた

じょう

くるま の はじ ねん げつ そと

ぜん の

じ どう しゃ せい び

せい び へん

くるまささ
だい ぶ

たい

か
い  

し
ゃ

だ
ん

じ
ゅ
つ

ひ
ん

ひ
ん

ぽ
う

ろぶ
ん

ひ
ん

ち
ょ
う

げん

きょうはん
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第2部 

ズラリと並んだ出品車
　出品車はＪＵ新潟の駐車場に並べられ、イン
ターネットなどで車を見たあとに、ここで実際
の車を確認することができます。この日は全部
で約６３０台の車が出品されていました。 車を売りたい人と買いたい人を結び、車の

リユース（再利用）促進に大きな役割を果
たしているオークションです。ここでは、ど
んな仕組みで車を売りたい人と買いたい
人をつなげているのでしょうか。またその
とき、リサイクル料金はどのようになるの
でしょう。

　車を売りたい人から買いたい人へつ
なげるオークションは、車が長く乗りつ
がれていくために重要な役割を担い、限
りある資源を大切にしていく取り組みに
貢献しています。また、リサイクル料金を
新しいユーザーにきちんと引きつがせる
のもオークションの大事な仕事です。
　今回たずねたＪＵ新潟（新潟県新潟
市）では、毎週オークションが開かれ、車
の売買が行われています。またオーク
ションには、会場だけでなく、インター
ネットからも多くの人が参加していま
す。それでは、博士と一緒に車のオーク
ションを見に行きましょう。

リ
ユ
ー
ス
に

大
き
な
役
割

長く車を
乗りつぐ仕組み

車のリユースに
欠かせない

オークション会場

新車と比べ値段の安い中古車は、多
くのユーザーから選ばれているよ。
オークションは、そうした車のリユー
ス促進に欠かせない仕組みといえる
ね。日本の車は性能がよく、きちんと
整備されていることも、中古車が選
ばれる理由の一つなんだ。

車社会の

買
い
た
い
人
に

す
ば
や
く

マ
ッ
チ
ン
グ

プ
ロ
の
目
で

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で「
検
査
」

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
仕
組
み

　
車
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、車
を

売
る
人
が「
出
品
者
」、
買
う
人

が「
応
札
者
」と
な
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。

　
出
品
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

車
は
、ま
ず
検
査
場
で
き
び
し
く

チ
ェッ
ク
さ
れ
ま
す
。検
査
員
の
斎

藤
さ
ん
は
、「
特
に
注
意
す
る
の

▲広々とした会場。「オークションをするときは、たくさんの人が入っ
て車を売買します」と説明してくれたＪＵ新潟の石津祐司部長と、
自動車リサイクル博士

売
る
前
に
き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク

▲実際のオークション終了後、
　博士も体験！

オークションではＡ、Ｂ
の画面で順々に車が
売られていきます。画
面では出品車の写真
や評価が見られます
（画像はイメージです）▶

次
の
ユ
ー
ザ
ー
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い

　
日
本
で
は
、ユ
ー
ザ
ー
が
車
を

買
う
と
き
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
支
払
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
受

け
取
り
、
廃
車
時
に
適
切
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
費
用
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。ま
た
、
中
古
車
と

し
て
乗
り
つ
が
れ
る
場
合
は
前

の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
次
の
ユ
ー
ザ
ー

へ
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
受
け
渡
し

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、Ｊ
Ｕ
新

潟
が
出
品
車
に
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

リサイクル料金は
買う人から売る人へ

確
認
し
、
車
が
売
れ
る
と
新
し

い
所
有
者（
買
う
人
）は
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
分
を
負
担
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、車
を
売
っ
た
人
に
は
、

自
分
が
買
っ
た
と
き
に
支
払
っ
た

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
分
が
返
っ
て
き

ま
す
。

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
と
、

会
場
の
画
面
に
は
次
々
と
出
品

車
が
映
し
出
さ
れ
、
金
額
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。こ
の
日
は
、

約
１
時
間
半
の
間
に
６
０
０
台

以
上
の
車
が
次
々
と
売
買
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
を
案
内
し
て
く

れ
た
濱
田
さ
ん
は
、「
自
分
の
ほ

車を売ったときのリサイクル料金の流れ

前の
ユーザー
（売る人）

次の
ユーザー
（買う人）

オークション会場

車のお金

車を購入

車のお金

車を出品

リサイクル券

リサイクル料金

社名：ＪＵ新潟
（新潟県中古自動車販売商工組合）

住所：新潟県新潟市

オークションをとおして車のリユース
を促進しているほか、交通遺児の支
援などにも取り組んでいます。

お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ

みんなで支える車のリサイクル

こちらに
おうかがい
しました！

車のオークション編

http://www.juniigata.com

1
ステップ

2
ステップ

▲出品車の情報がある「オークション出
品申込書」にも、リサイクル料金が書
かれています（Ｒ券と書かれたところ）

3
ステップ

▲いろんな角度から一気にカメラで撮影できます。
オークションの大切な情報です

▲「こんな細かいところまでチェックするんだ！」と博士もビックリ！

博士のまとめ

は
、事
故
な

ど
を
起
こ

し
て
い
る
と

安
全
性
に

影
響
が
出

や
す
い
の

で
、部
品
を

交
換
し
た

し
い
車
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま

る
と
、
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
は

買
い
た
い
金
額
ま
で
ボ
タ
ン
を

押
し
続
け
ま
す
。そ
し
て
、い
ち

ば
ん
高
い
金
額
ま
で
ボ
タ
ン
を

押
し
て
い
た
人
が
、そ
の
車
を
買

う
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
金
額
が
出
品
者
の

希
望
金
額
よ
り
も
低
い
と
き
は

買
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の

場
合
、
希
望
金
額
を
下
げ
て
も

う
一
度
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
り
、
買
え
な
か
っ
た
人
が
出
品

者
に
希
望
価
格
を
申
し
込
む

「
商
談
」が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

り
直
し
た
り
し
た
あ
と
が
な
い
か

を
し
っ
か
り
調
べ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

細
か
な
キ
ズ
な
ど
も
チ
ェッ
ク
し

て
、評
価
の
高
い
順
か
ら
Ｓ
、６
、

５
と
表
記
し
て
い
き
ま
す
」と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｕ
新
潟
で
は
、通
常
は
一
日

に
１
０
０
台
く
ら
い
、多
い
と
き

に
は
一
日
に
３
０
０
台
も
検
査
す

る
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
て
検
査
さ
れ
た
出
品

車
は
、前
後
左
右
か
ら
、さ
ら
に

車
内
も
撮
影
さ
れ
、
業
者
専
用

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
参
加
者
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

前
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。撮

影
を
担
当
し
て
い
る
山
田
さ
ん

は
、「
い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
は
、

納
得
し
た
う
え
で
買
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、そ
の
車
の
あ
り
の
ま
ま

を
伝
え
る
こ
と
で
す
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

くるま  しゃ  かい

お
お

や
く

しゃ めい にい  がた

にい がた けんちゅう  こ   じ  どう しゃ はん ばいしょう こう くみ あい　

じゅうしょ

くるま

そく しん こう つう  い    じ し

と く

にい がた けん にい がた   し

さ
い

や
ま 

　
だ

と
う

いし づ ゆう じ ぶ ちょう

は
ま
　
だ

さい   り   よう そく   しん おお やく   わり

し    く ひと

ひと

りょう  きん

かう

は

くるま くるま

くるま

う か ひとひと むす

う

か

ひ
と

ま
え

か ひと ひとう

りょう きん

め

こ
ま

つ
ぎ

り
ょ
う 

き
ん

し    

は
ら

し     

く

け
ん

さ

はか せ

なら しゅっ  ぴん  しゃ

しゅっぴん しゃ

しゅっぴん

にいがた ちゅう しゃ じょう なら

くるま じっ さい

くるま かく にん　 ひ ぜん  ぶ

やく だい くるま

み

なが くるま

の し く

くるま う りょう きん なが

くるま しゅっぴん

くるま かね

けん

りょうきん

かいじょう

まえ

う ひと か ひと

つぎ

くるま こうにゅう

くるま

か

かい じょう

しん しゃ おお

えら

くるま

そく  しん

にっ ぽん くるま せい のう

せい   び ちゅう こ   しゃ えら

り  ゆう ひと

か し    く

くら ね  だん やす ちゅう  こ   しゃ

ひろ びろ

が  めん じゅんじゅん

じっ さい しゅうりょう ご

はか せ たいけん

く
る
ま

く
る
ま

じ     

こ
お

あ
ん    

ぜ
ん    

せ
い

え
い  

き
ょ
う

で

ぶ

ひ
ん

こ
う   

か
ん

な
お

し
ら

こ
ま

ひ
ょ
う   

か

た
か

じ
ゅ
ん

ひ
ょ
う  

き

お
し

に
い   

が
た

つ
う  

じ
ょ
う

い
ち  

に
ち

さ
ん    

か

は
じ

か
い
じ
ょ
う

が   

め
ん

う
つ

し
ゃ

だ

き
ん 

が
く

あ

ひ

あ
い
だ

だ
い

く
る
ま

つ
ぎ 

つ
ぎ

くるま

くるま

じゅう  よう やく  わり にな かぎ

し  げん たい せつ と く

こう けん りょう きん

あたら ひ

だい   じ し   ごと

こん  かい  にい がた にい がた けん  にい がた

まいしゅう ひら くるま

ばい ばい おこな

かい じょう

おお ひと さん  か

はか   せ いっ  しょ くるま

み い

なが の

う ひと か ひと

あ
ん  

な
いじ  

ぶ
ん

く
る
ま

は
じ

さ
ん  

か

ひ
と

かお

つ
づ

た
か

き
ん  

が
く

お

ひ
と

く
る
ま

か

お
し

き
ん 

が
く

ぼ
う 

き
ん 

が
く

ひ
く

かば   

あ
い

き   

ぼ
う
き
ん  

が
く

い
ち  

ど

お
こ
な

か

ひ
と

し
ゅっ 
ぴ
ん

き   

ぼ
う   

か

も
う

か
く

こ

し
ょ
う
だ
ん

お
こ
な

さ
し
ゅっ  

ぴ
ん   

し
ゃ

き

き
ん  

が
く

ば
い 

ば
い

か
い 

じ
ょ
う

や
く

じ   

か
ん  

は
ん

つ
ぎ  

つ
ぎ

し
ゅ
っ 

ぴ
ん

し
ゃ

ま
え

み

さ
つ

た
ん   

と
う

だ
い   

じ

な
っ

か

く
る
ま

つ
た

は
な

い
ち  

に
ち

だ
い

け
ん   

さ

け
ん   

さ

ぜ
ん   

ご     

さ    

ゆ
う

に
っ  

ぽ
ん

く
る
ま

か

り
ょ
う 

き
ん

し   

は
ら

け
ん

う

と

は
い  

し
ゃ   

じ

て
き  

せ
つ

ひ   

よ
う

つ
か

の

ば   

あ
い

ま
え

つ
ぎ

り
ょ
う 

き
ん

う

わ
た

お
こ
な

に
い

が
た

し
ゅっ 

ぴ
ん  

し
ゃ

り
ょ
う

き
ん

し   

は
ら

か
く  

に
ん

く
る
ま

ひ
と

じ   

ぶ
ん

か

し  

は
ら

う

あ
た
ら

ゆ
う  

し
ゃ

し
ょ

か

ひ
と

り
ょ
う  

き
ん  

ぶ
んり

ょ
う 

き
ん 

ぶ
ん

か
え

ふ   

た
ん

く
る
ま

う

ち
ゅ
う   

こ   

し
ゃ

し
ゃ   

な
い

さ
つ   

え
い

ぎ
ょ
う  

し
ゃ  

せ
ん  

よ
う

し
ゅ
っ  

ぴ
ん

だ
い

お
お

く
る
ま

う

ひ
とさ

つ  

し
ゃ

お
こ
な

し
ゅ
っ  

ぴ
ん   

し
ゃ

し
ゅ
っ 

ぴ
ん   

し
ゃ

け
ん    

さ  

じ
ょ
う

け
ん    

さ  

い
ん

と
く

ち
ゅ
う  

い

も

こ

か

ひ
と

お
う

しゃ しんめん

ひょう み

が  ぞう

くるま

う が

しゅっぴん しゃ

せつ めい にい がた

じ  どう しゃ はか  せ

かい じょう ひと はい

くるま ばい ばい

こま はか せ

しゅっぴん しゃ

ぴんもうしこみしょ りょうきん

けん か

か

じょうほう しゅっ

かく  ど いっ   き さつ えい

たい せつ じょうほう

くるま かね

わ
り

へんくるま

くるまささ
だい ぶ

し

えん

い  

じ
ょ
う

し
ゃ

か

し
ゃ

え
い

と
く
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第2部 

自動車生産編6

今回は、車をつくる自動車メーカーにやって
きました。現在、日本では１年間に海外へ輸
出する車も合わせて１０００万台近い車が生
産されていますが、自動車メーカーでは車
の性能や安全性だけでなく、リサイクルや
環境のことも考えてさまざまな取り組みを
行っています。

　自動車メーカーでは、新しい車の開発
を始めてから工場で生産されるまでに、２
年から４年もの長い時間をかけていま
す。その中では、リサイクルについても積
極的な研究・開発が行われています。
　１台の車には２万～３万点もの部品が
あり、鉄やアルミニウム、銅、プラスチック
などたくさんの資源が使われているた
め、リサイクル資源を積極的に使用して
いくことは、車をつくり続けていくためだ
けでなく、地球環境にもやさしいのです。
自動車メーカーが行っているリサイクル
資源の積極的な使用や、リサイクルしや
すい設計などの取り組みは、循環型社会
の実現に貢献しています。今回たずねた
マツダ（広島県）では、どんな取り組みを
しているのか見てみましょう。

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
く

リサイクルは
設計・開発から

リサイクルを

日々研究！

自動車メーカーでは、車をつくり始めるとき
からリサイクルについて考え、部品を取りは
ずしやすくしたり、リサイクルしやすい素材を
使ったりするようにしているね。生産工場で
も、環境にやさしい取り組みをたくさんして
いるのがわかったね。

https://www.mazda.com/ja/

つくる
ときから

バ
ン
パ
ー
か
ら

他
の
部
品
へ
再
生

　
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、車
を

設
計
・
開
発
す
る
段
階
か
ら
使
用

後
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
た
取
り

部
品
を
取
り
は
ず
し

や
す
い
工
夫

ル
や
バ
ン
パ
ー
な
ど
も
工
具
や
機

械
を
使
っ
て
取
り
は
ず

し
や
す
く
し
て
い
ま

す
。そ
の
他
に
も
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
に
つ

い
て
、熱
を
加
え
る
と

や
わ
ら
か
く
な
っ
て
何

度
も
使
え
る
樹
脂
を

選
ん
だ
り
、ひ
と
目
で

素
材
の
種
類
が
わ
か

る
よ
う
に
表
示
を
し

て
、リ
サ
イ
ク
ル
し
や

す
い
仕
組
み
に
し
て
い

ま
す
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。今

回
た
ず
ね
た
マ
ツ
ダ
本
社
工
場
で

も
、使
用
済
み
に
な
っ
た
あ
と
の

こ
と
を
考
え
た
リ
サ
イ
ク
ル
し
や

す
い
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一つ
が
、バ
ン
パ
ー
か
ら
他

の
部
品
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。マ

ツ
ダ
で
は
、修
理
な
ど
で
回
収
し

た
バ
ン
パ
ー
を
細
か
く
砕
い
た
あ

と
、塗
っ
た
色
を
取
り
除
く
技
術

で
素
材
に
も
ど
し
、タ
イ
ヤ
の
奥

に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
な
ど

他
の
部
品
に
再
生
し
、使
用
し
て

い
ま
す
。

砕く・色を取り除く

▲自動車生産工場では次々と部品が取り付けられていきます　

▲新しい環境技術で車の色を塗る「アクアテック塗装」

環境にやさしく、しかも美しい色の
車になります▼

車
の
色
を
塗
る
と
き
も

環
境
に
や
さ
し
く

　
マ
ツ
ダ
で
は
、
車
に
色
を
塗
る

工
程
で
も
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が

少
な
く
、同
時
に
大
気
汚
染
に
つ

な
が
る
物
質
の
排
出
量
を
世
界

最
高
の
レ
ベ
ル
ま
で
減
ら
し
た
技

術「
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
塗
装
」を
開
発

し
、環
境
に
や
さ
し
い
塗
装
を
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、限
り
あ
る
天
然
資
源
の

使
用
を
減
ら
す
た
め
、植
物
を
も

と
に
し
た
品
質
の
高
い
材
料「
バ

イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス

メーターなどをつけるパネル

解体しやすい端子
「バンパー」は、解体時に工具や
機械を使って取りはずしやすい構
造にし、解体時に割れることなく
きれいにはずすことができます。

運転席前のメーターなどが並んだパネルは、解体時に工
具や機械を使って取りはずしやすい構造にしています。

電気を通すための「ハーネス（電線）」は、解体
時に工具や機械を使って引き抜くときに、「端
子（車体への取り付け部）」からきれいにはが
れて、取り残しが出ないようにしています。

バンパー

バンパーから部品にリサイクル

部品や素材を取りはずしやすく

バンパーが形を
変えて生まれか
わるんだね！

廃バンパー
（プラスチック製）

つくるときから、
はずすときのこと
を考えているなん
てスゴイね！

他の部品に生まれかわる
（タイヤ近くの水よけや
  カバーなど）

リサイクルされるときを考えてつくる

国内外に多くの工場があり、
乗用車などの開発、製造、
販売を行っています。

お
た
ず
ね
し
た
会
社

みんなで支える車のリサイクル

こちらに
おうかがい
しました！

社名：マツダ
住所：本社（広島県安芸郡府中町）

博士のまとめ

工場の中でもリサイクル
　
車
の
生
産
工
場
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。マ
ツ
ダ
の
主
な
生
産
工
場
で

は
、埋
め
立
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
の
量

▲自動車生産工場では使う材料や水の量も多く、
環境のことを考えながら車づくりを行っています

◀車はスムーズに生
産するだけではな
く、大切な地球環
境のことを考えて
つくられています

埋
め
立
て
ゴ
ミ
を

限
り
な
く
ゼ
ロ
に

を
減
ら
す
た

め
、
焼
却
炉

を
無
く
し
て

燃
え
カ
ス
を

出
さ
な
い
よ

う
に
し
た
り
、

車
を
つ
く
る
と
き
に
出
る
排
出
物

の
量
も
減
ら
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
は
素

材
の
種
類
ご
と
に
き
ち
ん
と
分
別

し
、も
う
一
度
原
材
料
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
よ
う
に
し
て
、埋
め

立
て
る
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。マ
ツ
ダ
の
森
原
さ
ん

は
、「
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、２

０
０
８
年
度
か
ら
、工
場
か
ら
排

出
さ
れ
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
ゴ
ミ

を
ゼ
ロ
に
し
て
い
ま
す
」と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
工
場
で
使
う
水
に
つ
い
て

も
、貴
重
な
資
源
と
し
て
ム
ダ
な

く
使
用
す
る
こ
と
や
、生
活
用
水
、

工
業
用
水
な
ど
の
排
水
の
種
類
ご

と
に
き
ち
ん
と
処
理
し
、排
水
を
き

れ
い
に
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
、

使
っ
た
後
の
水
を
使
う
前
と
同
じ

く
ら
い
き
れ
い
な
水
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

チ
ッ
ク
」な
ど
も
開
発
し
、車
の
い

ろ
い
ろ
な
部
品
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、解
体
す
る
と
き
に
部
品

な
ど
を
取
り
は
ず
し
や
す
く
す
る

工
夫
も
し
て
お
り
、マ
ツ
ダ
の
下

野
さ
ん
は「
廃
車
に
な
っ
た
あ
と
の

こ
と
も
考
え
、た
と
え
ば
、運
転

席
の
前
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
の
パ
ネ
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く
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く
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く
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が
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さん

か
い  

し
ゃ
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きょう

ご

の

きょう

じ
ゅつ
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ワクワク教室教室くるまくるま
博士にチャ

レンジ！

「
ど
こ
の
部
品
か
な
？
」

ま
だ
使
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん

く
る
ま
の
リ
サ
イ
ク
ル

何
を
し
て
い
る
か
、

わ
か
る
か
な
？

わ
か
る
か
な
？

車はつくるときからリサイクルのことを考え、
まだ使える部品が再利用されたり、もう一度資
源に生まれかわったりしているんだね。それで
は、みんなはどれくらいリサイクルについて学ん
だかな？ 博士の難問にチャレンジしてみよう！

1. 部品をとりはずしやすくする

2. 熱を加えるとやわらかくなるプラスチックを使う

3. できるだけ違う色の車をつくるようにする

リサイクルしやすい車の工夫で、間違いはどれ？Q.3

車の「リサイクル料金」を使って、正しく処理される３物品って何？Q.1

細かく砕かれた車の素材で、「鉄」は何の力で分別される？Q.2

ア イ

オ

カ

ア イ ウ

エ オ カ

ヒント エンジンを大切にエンジンを大切に

ヒント この車、欲しいなこの車、欲しいな

ヒント 地球温暖化防止地球温暖化防止

ヒント 見逃さないぞ！見逃さないぞ！

「
画
像
ク
イ
ズ
！
」

名
前
を
当
て
よ
う
！

く
る
ま
の
リ
サ
イ
ク
ル

「
た
し
か
め
テ
ス
ト
」

答えは最後のページで

エ

ウ

Q.6 文章中の（ Ａ ）にあてはまる文言を１～３の中から、一つ選んでね。

1． リデュース　　　　　2. リユース　　　　　3. リサイクル
（ゴミを減らす）

中古車を販売する場所として、オークション会場がありますが、

中古車を乗り継ぐことは主に車の（　Ａ　）促進に役立っている。

Q.4 車の「まだ使える部品を再利用」したときの効果について、間違いはどれ？

1. 解体作業を安全にできる

2. 資源がムダにならない

3. 部品交換の費用を安くできる

Q.5 車が故障しないよう長く乗り続けるために、
大切なことはどれ？

1. 毎日運転する　　2. 洗車　　３． 点検・整備

（再利用） （再資源化）

はかせ

きょうきょう しつ

くるま

つか ぶ さい り よう いち

げん う

まな

ど

かんが

しひん

ちが いろ
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ひんぶ

ひん さい り よう こう か ま ちがぶ

ひん こう かん ひ よう やすぶ

くるま

くるま

くるま

くるま つか

かい

し げん

たい さ ぎょう あん ぜん

くるま こ

たい

まい にち うん てん せん しゃ けんてん せい び

せつ

なが の つづしょう

しょうぶん ちゅう

ちゅう こ

こ

しゃ

しゃ

はん  ばい

の つ

へ さい さい し げん かり よう

おも くるま そく しん やく だ

ば しょ かいじょう

ちゅう

もん ごん なか ひと えら

くるま

こま くだ

りょうきん つか ただ しょ り ぶっ ぴん なに

つかねつ くわ

ま ちが

てつそ　ざい なに ちから ぶん べつ

はか  せ なん もん

ぶ

つ
か

な

ま
え

あ

ひ
ん

たいたい ちちきゅうきゅうおんおんだんだん かか ぼうぼう ししせつせつ

くるまくるま

こた さい  ご

みみ のがのが

ぞ
う

な
に

が

ほほ
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Co-Creation

車のほとんどをリサイクル!循環型社会をみんなの力で

車
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

こ
う
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ね
！

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く

図
の
中
の
現
場
を

博
士
と
一
緒
に
勉
強
し
よ
う

資源を大切にし地球環境を守る車のリサイクル

　車のリサイクルは、自動車をつくる人、売る人、部
品や資源を再利用できるようにする人、フロンガス
やエアバッグなどを適正に処理する人など、みんな
の取り組みによって、資源を有効利用する循環型社
会を目指しています。

　ユーザーは車を買うときにリサイクル料金を支払っ
たり、使い終わった車を販売店などの事業者に引き渡
すことによって、車のリサイクルを支えています。
　また、車をなるべく長く使用するように努めること
や、車を買うときにリサイクルしやすい車を選んだ
り、車を修理するときにリサイクル部品を使うなどに
よって、ゴミを減らすことや資源の有効利用を促進
することも大切です。

　日本では、年間300万台もの車が使用済みになっていますが、車に使用される鉄や銅
などの天然資源には限りがあり、再び資源として大切に使う必要があります。
　また、リサイクルしたあとに残る、プラスチックやゴムなどのクズ（シュレッダーダスト）
を埋め立てる場所もなくなってきています。
　さらに、カーエアコンに使われるフロンガスを正しく処理しないと地球温暖化にもつな
がります。こうしたさまざまな問題に対応するために2005年に自動車リサイクルシステ
ムの運用が開始され、車にかかわる人たちの努力や工夫によってそのほとんどがリサイ
クルされています。

引取
業者

6

みんなで力を合わせるリサイクルは、

世界から「ジャパンモデル」として注目されています。

■ さまざまな人たちが支えているリサイクルの流れ

リサイクルシステムの運用開始前は、
使い終わった車の不法投棄なども見られました。

自動車
リサイクル
博士

引き取り事業者
（販売店・整備店など）

解体事業者

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

使用済自動車

出典：政府審議会資料よりJARC作成

解
体
事
業
者

破
砕
事
業
者

整備事業者等

中古車販売事業者
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再使用部品
（エンジン、ボディー部品、
電装品等）

再資源化部品
（エンジン、触媒、
非鉄金属、タイヤ等）

自動車殻
（エンジンやタイヤ等を
取り外した外枠状態）

クルマ1台の1％程度

自動車ユーザー

破砕事業者

自動車メーカー
輸入事業者

フロン類
回収事業者

車を買うとき、
リサイクル料金を支払います。

天然資源の使用を少なくしたり、
リサイクルのしやすさを
意識した車をつくります。

ながーく大切に乗れるように
整備したり、中古車として
リユースを促進します。

使わなくなった車は
引き取り事業者に
引きわたします。

フロン類を抜き取って無害化します。
エアバッグ類は安全に取りはずします。

金属を原材料にもどして
リサイクルします。
残ったシュレッダーダスト
（プラスチックやゴムなど）も
原材料にもどしたり、
燃料として再利用します。

使える部品を取りはずして
中古部品として使います。

残った車体などは
シュレッダー機で
破砕します。

自動車ユーザーの大切な役割

お問い合わせ

未来の地球のために！
進め！ くるまのリサイクル
令和3年6月発行
発行所：公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクル全般
自動車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

二輪車リサイクル全般
二輪車リサイクルに関するお問い合わせはこちら

［受付時間］9:00～18:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
0 5 0 - 3 7 8 6 - 7 7 5 5

［受付時間］9:30～17:00 ※土日祝日・年末年始等を除く
050 - 3 000 - 0 727

まだ使えるものがたくさん「どこの部品かな？」

Q3.　答え：3

Q4.　答え：1

Q5.　答え：3

Q6.　答え：2

Q2.　答え：磁石

Q1.　答え：エアバッグ、フロンガス、
　　　　　シュレッダーダスト 

くるまのリサイクル「たしかめテスト」

博士にチャレンジ！くるまワクワク教室

オ

カ

ア

イ

ウ

エバンパー

ドア

ホイール

タイヤ

ヘッドライト

ミラー

答え

「フロンガス」回収オイル交換

分別オークション

みんな！

車のリサイクルについてわかったかな？

街を走るかっこいい車は、

使い終わった後も環境のために

たくさんの人の手でリサイクルされているんだ。

次に車に乗ったら、

今回学んだことを思い出してほしいな！

くるまのリサイクル「画像クイズ！」

解体編

破砕編

自動車販売編

整備編

車のオークション編

自動車生産編6
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210mm 210mm 207mm表3 表２ 観音・裏面

見て！ 楽しく！ためにな
る！

QuizKnock コラボ動画 

「自動車リサイクルを
  東大流にプレゼン！」

ペーパークラフト動画

「自動車リサイクル 
  地球もクルマも回ってる」　

ダンス動画

「くるくるリサイクル」

絵本動画

「ゴミ人間プペルとクルマくん」

オークション会場

整備事業者販売事業者

破砕事業者解体事業者

自動車リサイクル博士が車のリサイクル現場をたずね、その取り
組みを学ぶ動画です。車のリサイクルはさまざまな人の努力と工
夫で成り立っており、ユーザーと自動車産業界が一体となること
で、車のほとんどがリサイクルされるようになりました。この動画
を見ればその仕組みが学べます！

現場見学

くるま動画で
自動車リサイクル博士が行く

もっと見てみよう！

リサイクルの

㈱永田プロダクツ
（山形県酒田市）

協力

㈱北日本自動車共販
（北海道札幌市）

協力

JU新潟
（新潟県中古自動車販売商工組合） 
（新潟県新潟市）

協力

㈱ヒラキン 
リサイクルステージ玉島
（岡山県倉敷市）

協力

㈱ホンダライフ
Honda Cars 埼玉県央 
川越的場店
（埼玉県川越市）

協力

他にもJARC（自動車リサイクル促進センター）の
ホームページにはいろいろなリサイクルの動画があるよ！

JARC

2次元コードから
今すぐ

アクセス！
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車
の
リ
サ
イ
ク
ル
っ
て

な
ん
だ
ろ
うどうやって

するの？

誰が
するの？

何のために
するの？

いろいろな車があるけれど、
車を“使い終わったあと”のこと
みんなは知っているかな？

未来の地球のために！

https://www.jarc.or.jp

自動車リサイクルを
もっとくわしく学べるよ！
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表1 表4210mm 210mm207mm観音・表


